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今
年
は
明
治
一
五
〇
年
の
記
念
年
と
し
て
、各
地
で
関
連
行
事
が
開
か
れ
て
い
る
。
美
術
館
・
博
物

館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
で
、
筆
者
が
訪
れ
た
も
の
の
一
部
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
東
京
都
写
真
美
術

館﹇
註
1
﹈
で
は
、
日
本
写
真
発
祥
の
地
の
一
つ
で
あ
る
長
崎
に
注
目
し
、
明
治
期
長
崎
の
風
景
や
風

俗
を
と
ら
え
た
写
真
を
展
観
す
る
と
と
も
に
、写
真
が
導
入
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
歴
史
に
ま
で
目
が

向
け
ら
れ
て
い
た
。
徳
川
美
術
館﹇
註
2
﹈で
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
皇
室
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
、
皇
族
愛
用
の
品
や
下
賜
品
、
そ
れ
に
帝
室
技
芸
員
が
手
が
け
た
作
品
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
が
展
観
さ
れ
た
。
京
都
国
立
近
代
美
術
館﹇
註
3
﹈
で
は
、
京
都
府
画
学
校
設
立
な

ど
京
都
で
の
動
き
を
軸
に
、
日
本
画
、
工
芸
、
図
案
等
が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
安
藤
緑
山
ら
に
よ
る

緻
密
な
造
形
を
ま
と
め
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
近
年
の
超
絶
技
巧
ブ
ー
ム
に
ま
で
目
を
配
っ
た
。
い
ず

れ
も
、
収
蔵
品
を
核
と
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
か
ら
明
治
時
代
の
美
術
工
芸
を
め
ぐ
る
状
況
に

せ
ま
る
内
容
で
あ
っ
た
。

　
東
京
国
立
近
代
美
術
館
本
館
で
は
、
主
に
一
九
〇
七（
明
治
四
十
）年
以
降
の
美
術
を
扱
っ
て
い
る

こ
と
か
ら﹇
註
4
﹈、
収
蔵
品
の
中
か
ら「
一
九
〇
七（
明
治
四
十
）年
か
ら
一
二（
明
治
四
十
五
）年
に
か
け
て

の（
狭
義
の
）日
本
美
術
」を
集
め
た
特
集
展
示
を
開
催
し
て
い
る
。
日
本
画
と
洋
画
を
中
心
と
し
つ
つ
、

新
海
竹
太
郎
な
ど
に
よ
る
彫
刻
作
品
、
そ
れ
に
美
術
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
並
立
し
て
い
た
水
彩
画
か

ら
も
、
吉
田
博
な
ど
代
表
的
な
作
家
の
優
品
を
展
観
す
る
。
初
期
の
文
部
省
美
術
展
覧
会（
文
展
）に

出
品
さ
れ
た
作
品
が
多
く
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
画
家
個
人
に
よ
る
積
極
的
な
個
性
の
表
出
に

よ
り
多
様
性
が
大
き
く
開
け
た
大
正
期
の
表
現
に
つ
な
が
る
作
品
と
し
て
、
萬
鉄
五
郎《
裸
体
美
人
》

（
一
九
一
二（
明
治
四
十
五
）年
、
図
1
）を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
特
集
に
も
掲
げ
た「
明
治
後
期
の
美
術
」、
あ
る
い
は「
明
治
の
美
術
」
と
は
、

い
っ
た
い
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
展
の
設
立
、
東
京
美
術
学
校
開
校
、
白
馬
会
発
足
、
帝
室
技

芸
員
制
度
の
成
立
、
中
村
屋
サ
ロ
ン
の
誕
生
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
の
日
本
美
術
の
流
れ
を
た
ど

る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
出
来
事
が
、
明
治
時
代
に
多
く
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
近
代
的
な
制
度
の
整
備
や
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
欧
州
へ
の
留
学
の
動
き
の
加
速
に
よ
り
、

日
本
美
術
の
近
代
化
が
急
速
に
進
行
し
た
過
渡
期
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
明
治（
後
期
）の
美
術
と
は
な
に
か
と
問
お
う
と
す
れ
ば
、
答
は
そ
こ
ま
で
自
明
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
佐
藤
康
宏
氏
は
、
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
美
術
の
間
の
連
続
と
断
絶
を
、
検
討
す
べ
き
課
題
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
引
き
継
が
れ
た「
伝
統
的
な
技
術
と
西
洋
風
の
絵
画
表
現

と
の
折
衷
」に
言
及
す
る
一
方
で
、
明
治
期
の
美
術
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
、「
国
家
が
深
く
美
術
に

関
与
し
た
こ
と
」を
挙
げ
る﹇
註
5
﹈。
ま
た
、
古
田
亮
氏
も
、「
日
本
の
近
代
美
術
は
、
明
治
維
新
と
と
も

に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し

つ
つ
、明
治
時
代
の
美
術
が
、一
人
の

天
皇
の
在
位
期
間
を
一
つ
の
時
代

と
し
て
と
ら
え
る
意
味
に
お
い
て
、

「
そ
れ
以
前
の
美
術
の
時
代
区
分
と

は
大
き
く
異
な
る
特
徴
」を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
近
代
国
家
体
制
の
上

に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る﹇
註
6
﹈。 

す
な
わ
ち
、
先

述
の
徳
川
美
術
館
で
の
展
覧
会
で

も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

明
治
時
代
の
美
術
は
国
家
の
あ
り

方
を
前
提
と
し
て
成
り
立
ち
、
今

日
の
美
術
史
の
上
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
で
は
、個
別
の
作
家
を
通
し

て
考
え
て
み
る
と
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

所
蔵
作
品
展
「M

O
M

A
T

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

特
集
「
明
治
後
期
の
美
術
」

会
期
：
二
〇
一
八
年
六
月
五
日
│
九
月
二
十
四
日
　
会
場
：
美
術
館 

所
蔵
品
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹇
三
階
﹈

明
治
の
美
術
、

あ
る
い
は
明
治
後
期
の
美
術

古
舘 

遼

図1  萬鉄五郎《裸体美人》1912（明治45）年
東京国立近代美術館蔵  重要文化財

図2  荻原守衛《女》1910（明治43）年 
東京国立近代美術館蔵
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当
館
が
収
蔵
す
る
作
家
と
し
て
、

た
と
え
ば
荻
原
守
衛（
一
八
七
九

│
一
九
一
〇
）
と
い
う
彫
刻
家
を

挙
げ
て
み
る
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
中

に
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ロ
ダ
ン（
一

八
四
〇
│
一
九
一
七
）
の
影
響
を

強
く
受
け
、
一
九
〇
八（
明
治
四

十
一
）年
に
帰
国
。
一
九
一
〇（
明

治
四
十
三
）年
、
代
表
作《
女
》（
図

2
）を
絶
作
と
し
て
世
を
去
っ
た

荻
原
は
、
ま
さ
に
明
治
後
期
を

駆
け
抜
け
た
作
家
で
あ
っ
た
。

あ
る
い
は
、
高
村
光
太
郎（
一
八

八
三
│
一
九
五
六
）
の
場
合
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
彫
刻
家
と
し
て

の
高
村
を
代
表
す
る
作
品
が
、

一
九
一
八（
大
正
七
）
年
頃
の

《
手
》（
図
3
）で
あ
る
こ
と
は
、
お

お
よ
そ
疑
い
を
い
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
村
の
重
要
な
活
動
は
、
そ
の
後
昭
和
ま
で
も
続
く

も
の
で
あ
り
、
明
治
期
に
手
が
け
た
木
彫
の
秀
作《
兎
》（
図
4
）も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

大
正
時
代
に
大
き
く
展
開
す
る
個
性
的
な
表
現
を
理
論
で
支
え
る
文
章
と
し
て
重
要
な「
緑
色
の
太

陽
」を
雑
誌『
ス
バ
ル
』に
発
表
し
た
の
は
、一
九
一
〇（
明
治
四
十
三
）年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
村
の
場

合
、
そ
の
芸
術
を
時
代
の
区
分
に
落
と
し
込
む
こ
と
は
、
果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
明
治
の
美
術
と
い
う
区
分
を
再
考
す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
は

十
分
で
な
い
。
し
か
し
、
時
代
の
趨
勢
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
し
て
も
、
先
述

の
萬
鉄
五
郎
に
し
か
り
、
作
家
は
必
ず
し
も
改
元
に
合
わ
せ
て
作
風
を
変
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
家
の
個
別
性
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
お
く
こ
と
も
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
企
画
に

先
立
っ
て
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展「
名
工
の
明
治
」﹇
註
7
﹈か
ら
も
見

て
取
れ
る
よ
う
に
、
明
治
時
代
の
美
術
工
芸
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
技
術
や
生
み
出
さ
れ
た
様
式
は
、

そ
の
後
の
時
代
に
お
い
て
も
絶
え
ざ
る
継
承
と
変
革
の
中
に
お
い
て
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
あ
え
て
明
治
と
い
う
元
号
に
よ
っ
て
区
切
る
こ
と
は
、
前
後
の
時
代
の
文
脈
を
切
り
離
し
て
し
ま

う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
う
る
。
そ
う
し
た
時
代
観
が
展
覧
会
の
中
で
提
示
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
お
の

ず
と
観
者
の
見
方
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　
当
館
は
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
が
開
設
さ
れ
た
一
九
〇
七（
明
治
四
十
）年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

現
時
点
で
百
十
余
年
の
間
に
生
ま
れ
た
美
術
工
芸
等
の
作
品
資
料
を
収
集
公
開
す
る
こ
と
を
使
命
と

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
の
作
品
は
、
そ
の
う
ち
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
時
代
が
進
み
、「
近
代
」と
い
う
時
代
区
分
が
ま
す
ま
す
広
く
、
か
つ
曖
昧
に
な
っ

て
い
く
中
に
あ
っ
て
、明
治
期
の
作
品
の
比
重
が（
年
数
の
割
合
と
い
う
意
味
で
）ま
す
ま
す
小
さ
く
な
っ

て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
近
代
美
術
の
流
れ
の
中
で
、「
明
治（
後
期
）の
美
術
」
を
い
か
に
扱

い
、
位
置
づ
け
て
い
く
か
。「
明
治（
後
期
）」と
ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
。
こ
れ
か

ら
も
検
討
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
美
術
課
研
究
員
）

註1
　「
写
真
発
祥
地
の
原
風
景
　
長
崎
」展
、二
〇
一
八
年
三
月
六
日
│
五
月
六
日
。長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
へ
巡
回
し
た
。

2
　
春
季
特
別
展 「
明
治
1
5
0
年
記
念
　
華
ひ
ら
く
皇
室
文
化
│
明
治
宮
廷
を
彩
る
技
と
美
│
」、二
〇
一
八
年

四
月
十
七
日
│
五
月
二
十
七
日
。
以
降
、
全
国
４
会
場
を
巡
回
。

3
　「
明
治
1
5
0
年
展
　
明
治
の
日
本
画
と
工
芸
」、二
〇
一
八
年
三
月
二
十
日
│
五
月
二
十
日
。

4
　
一
九
〇
六（
明
治
三
十
九
）年
以
前
の
作
品
を
東
京
国
立
博
物
館
、一
九
二
四（
大
正
十
三
）年
以
後
の
作
品
を
東

京
国
立
近
代
美
術
館
が
管
理
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
作
品
が
管
理
換
え
さ
れ
た
の
は
、一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
る

（
一
九
〇
七
│
二
三
年
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
の
管
轄
と
さ
れ
た
）。
文
展
の
誕
生
に
よ
り
、
西
洋
的
な
美
術
の
枠

組
が
本
格
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
評
価
の
基
本
体
系
が
定
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、一
つ
の
時
代
区
分
の
根
拠
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、
開
館
当
初
よ
り
官
展
あ
り
き
の
評
価
方
針
に
は
疑
問
が
呈
さ
れ
る
面
も

あ
っ
た
よ
う
で
、
実
際
に
は
文
展
に
は
関
わ
ら
な
い「
在
野
」の
作
家
に
よ
る
作
品
も
積
極
的
に
収
集
さ
れ
た
。
そ
う

し
た
経
緯
か
ら
現
在
も
、
日
本
近
代
美
術
の
起
こ
り
を
示
す
重
要
な
作
品
を
、一
九
〇
七
年
以
前
の
作
の
も
の
に
さ

か
の
ぼ
っ
て
収
集
し
て
い
る
。（
以
下
を
参
照
。
蔵
屋
美
香「
本
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
所
蔵
作
品
展
」『
東
京
国
立
近
代
美
術
館

六
〇
年
史
　
一
九
五
二
│
二
〇
一
二
』東
京
国
立
近
代
美
術
館
、二
〇
一
二
年
、
五
七
│
七
一
頁
）。

5
　
佐
藤
康
宏『
改
訂
版
　
日
本
美
術
史
』一
般
財
団
法
人
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
四
年
、
二
六
八
│

二
九
一
頁
。

6
　
古
田
亮「
第
8
章
　
明
治
時
代
　
揺
ら
ぐ
近
代
」山
下
裕
二
・
髙
岸
輝
監
修『
日
本
美
術
史
』美
術
出
版
社
、二
〇
一
四
年
、

二
四
五
│
二
七
四
頁
。

7
　「
工
芸
館
開
館
40
周
年
記
念
所
蔵
作
品
展
　
名
工
の
明
治
」、二
〇
一
八
年
三
月
一
日
│
五
月
二
十
七
日
。

図3  高村光太郎《手》1918（大正7）年頃 
東京国立近代美術館蔵

図4  高村光太郎《兎》1899（明治32）年頃 
東京国立近代美術館蔵（今会期は不出品）
撮影：大谷一郎


